
様式第六号の二（第九条の二関係） （第１面）

事業計画の概要

１．事業の全体計画（変更許可申請時には変更部分を明確にして記載すること）

・直管蛍光管（金属くず*、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず*※（以上、水銀

使用製品産業廃棄物を含む。））

市内事業場から排出される蛍光管を収集し、中間処分場（破砕）へ運搬する。

・水銀体温計（廃プラスチック類*※、金属くず*、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁

器くず*※（以上、水銀使用製品産業廃棄物を含む。））

市内病院から排出される水銀体温計を収集し、中間処分場（ばい焼）へ運搬する。

・燃え殻（水銀含有ばいじん等を含む。）、ダスト類（水銀含有ばいじん等を含む。）

県内焼却施設から排出される燃え殻、ダスト類（いずれも水銀含有量1,000mg/kg未満）を収集し、

市内中間処分場（コンクリート固化）へ運搬する。

*：自動車等破砕物を除く。 ※：石綿含有産業廃棄物を除く。 （以下全て同じ）

２．取り扱う産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）の種類及び運搬量等

(特別管理)

産業廃棄物

の 種 類

運搬量

(t/月又は

ｍ3/月)

性 状
予定排出事業場の

名称及び所在地

積替え又は保管を行う

場合には積替え又は保

管を行う場所の所在地

予定運搬先の名称及び所在地

（処分場の名称及び所在地）

１

直管蛍光管（金属く
ず*、ガラスくず・コ
ンクリートくず及び
陶磁器くず*※（以
上、水銀使用製品産
業廃棄物を含む。））

1t/月 固形

㈱矢作支所
愛知県岡崎市矢作町字
尊所45番地１
「他１０社」

該当なし

㈱東部支所
(蛍光管の破砕)
愛知県岡崎市山綱町字天神

２番地９

２

水銀体温計（廃ﾌﾟﾗ
ｽﾁｯｸ類*※、金属く
ず*、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸ
ﾘｰﾄくず及び陶磁器
くず*※（以上、水
銀使用製品産業廃
棄物を含む。））

10kg/月 固形

大平支所医院
愛知県岡崎市大平町字
皿田６番地
（市内各病院）

該当なし

㈱六ツ美支所
(ばい焼)

愛知県岡崎市下青野町
字天神64番地

３
燃え殻
（水銀含有ばいじん
等を含む。）

0.1t/月 固形

㈲岩津支所
愛知県岡崎市西蔵前町
字季平45番地1
「他5社」

該当なし

㈱岡崎支所
(ｺﾝｸﾘｰﾄ固化)
愛知県岡崎市羽根町字
貴登野15番地

４
ダスト類
（水銀含有ばいじん
等を含む。）

0.1t/月 固形 同上 該当なし 同上

５

６

７

８

９

10

備考 取り扱う（特別管理）産業廃棄物の種類ごとに記載すること。

（日本工業規格 Ａ列４番）

※以下のものは、ばい焼施設など水銀を回収することのできる施設へ運搬する必要があります。

【水銀使用製品産業廃棄物】

水銀体温計及び水銀式血圧計など、法令で水銀回収が義務づけられているもの

【水銀含有ばいじん等】

・ダスト類、燃え殻、汚泥又は鉱さいのうち、水銀を1,000mg/kg以上含有するもの

廃酸、廃アルカリのうち、水銀を1,000mg/L以上含有するもの

※水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等は安定型最終処分場に埋立処分することは

できません。

※水銀使用製品産業廃棄物及び水
銀含有ばいじん等についての事業
計画のみを記載してください。

水銀使用製品産業廃棄物について
は、製品名と製品を構成する品目を
記載してください。



（第２面）

３．運搬施設の概要

(1) 運搬車両一覧

車体の形状
自動車登録番号

又は車両番号

最大積載量

（kg）
所有者又は使用者 備考

１ キャブオーバ
岡崎 １００

あ ○○－△△
４０００ ㈱○○リース

既

２ ダンプ
岡崎 １００

い △△－□□
１００００ ㈱○○リース

既

土砂禁車両

３ キャブオーバ
岡崎 １００

う □□－☆☆
２０００ 岡崎市㈱

既

４

５

６

７

８

９

10

事務所の所在地 愛知県岡崎市十王町二丁目９番地

駐車場の所在地

愛知県岡崎市高隆寺町字峠１番(車両No.1,2)、

愛知県岡崎市岡町字鳥居戸１番１(車両No.3)

※ 付近の見取図を添付すること。

(2) その他の運搬施設の概要

運搬容器等の名称 用 途 容 量 備 考

廃蛍光灯専用ケース 直管蛍光管運搬用 20本（直管110W）

オープンドラム缶 燃え殻（水銀含有ばいじん
等を含む。）、ダスト類（水
銀含有ばいじん等を含
む。）運搬用

２００ℓ

※これまでの申請・届出を行っ

ている全ての車両を記載してく

ださい。

車検証に土砂の積載を

禁止する旨の記載があ

る場合は「土砂禁車両」

と記載してください。

※水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を

運搬する際に使用する容器を記載してください。

原則として車検証の「使用者」

を記載することとし、所有者と

使用者が同じ（使用者の欄が空

欄）場合は、「所有者」を記載

してください。

駐車場の追加がなけれ

ば添付は不要



（第３面）

(3) 積替施設又は保管施設の概要

該当なし

※ 構造を明らかにする平面図、立面図、断面図、構造図及び設計計算書並びに当該施設の付近の見

取り図を添付すること。



（第４面）

４．収集運搬業務の具体的な計画（車両毎の用途、収集運搬業務を行う時間、休業日及び従業員数を含

む。）

（１）車両毎の用途

キャブオーバ（２台）

・直管蛍光管（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）

廃蛍光灯専用ケースに入れ運搬する。

・水銀体温計（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）

緩衝シートで包み、ビニール袋に入れて運搬する。

・燃え殻（水銀含有ばいじん等を含む。）、ダスト類（水銀含有ばいじん等を含む。）

蓋付きの容器（オープンドラム缶）に入れ運搬する。

ダンプ（１台）

水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等は運搬しない。

従業員数の内訳

年 月 日現在

申請者又は申

請者の登記上

の役員

政令第6条の10で

準用する第4条の7

に規定する使用人

相談役、顧問等

申請者の登記

外の役員

事務員 運転手 作業員 その他 合 計

人 人 人 人 人 人 人 人

記入不要

（２）収集運搬業務を行う時間、（３）休業日は

記入不要

※水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有

ばいじん等の運搬について、車両毎の用途

を記載してください。



（第５面）

５．環境保全措置の概要（運搬に際し講ずる措置、積替施設又は保管施設において講ずる措置を含む。）

（１）運搬に際し講ずる措置

◎水銀使用製品産業廃棄物の運搬について破砕することのないよう、かつ、その他の物

と混合するおそれのないように以下のとおり運搬する。

・直管蛍光管（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）を廃蛍光灯専用ケースに入れ運搬

する。

・水銀体温計（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）を緩衝シートで包み、ビニール

袋に入れて運搬する。

・他の物と混合しないよう、区分して収集運搬する。

◎水銀含有ばいじん等の運搬について揮発した水銀が大気中に拡散することのないよう

に以下のとおり運搬する。

・燃え殻（水銀含有ばいじん等を含む。）、ダスト類（水銀含有ばいじん等を含む。）

を蓋付きの容器（オープンドラム缶）に入れ運搬する。

・直射日光により高温にならないようにするため、遮光シートで覆う。

（２）積替施設又は保管施設において講ずる措置

該当なし

※一般的な収集運搬基準に加えて、以下の措置を講ずる必要があります。

【水銀使用製品産業廃棄物】

破砕することのないような方法により、かつ、その他の物と混合するおそれのないよ

うに他の物と区分して、収集又は運搬すること。

【水銀含有ばいじん等】

水銀が金属水銀として含まれる場合は、当該水銀含有ばいじん等の性状を踏まえて必要

に応じ、蓋付の容器に入れる、二重に梱包する、シートで覆う等、運搬中に揮発した水銀

が運搬容器又は梱包から漏れることのないような措置を検討すること。また、高温下では

水銀の揮発が促進されるため、高温にさらされないために必要な措置を講ずること。

※水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有

ばいじん等について、運搬に際し講ずる措

置を記載してください。



（第７面）

運搬容器等の写真

運搬容器等の名称 廃蛍光灯専用ケース 用途 直管蛍光管運搬用

撮影 平成２９年８月１０日

運搬容器等の名称
オープンドラム缶

用途 燃え殻（水銀含有ばいじん等を含
む。）、ダスト類（水銀含有ばいじ
ん等を含む。）運搬用

撮影 平成２９年８月１０日

内側にウレタン

が貼ってあり、破

損を防止できる。

ケースに蛍光管

であることを明

示し、他の廃棄物

と区別する。


